
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六
月
一
七
日
、
キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡
モ
ー
ル
＆
パ
テ
ィ
オ
に
お
い
て
、
連
合
気
仙S

h
in

e
 

u
p

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
し
て
「
働
き
方
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第

一
話
を
開
催
し
た
。
会
場
に
は
、
四
四
名
の
組
合
員
・
一
般
の
方
々
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。 
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｢

人
を
育
て
る｣

。
企
業
の
格
差

は
人
材
、
人
材
の
格
差
は
教
育
の

度
合
い
で
、
教
育
の
格
差
は
職
場

の
環
境
次
第
と
言
っ
て
良
い
。 

つ
ま
り
、
学
歴
よ
り
も
職
場
の

環
境
を
啓
発
し
あ
え
る
モ
ラ
ー

ル
（
向
上
意
欲
）
の
高
い
風
土
に

す
る
こ
と
が
決
め
手
に
な
る
。 

同
じ
職
場
で
働
け
ば
、
お
互
い

に
不
満
も
出
て
ギ
ク
シ
ャ
ク
す

る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
夫
婦
で

さ
え
そ
う
な
の
だ
か
ら
、
ま
し
て

他
人
で
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
長
年
連
れ
添
う
夫
婦

は
お
互
い
の
欠
点
を
知
り
（
時
に

は
我
慢･

･

諦
め
て
）
良
好
な
夫
婦

関
係
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
る
。 

職
場
の 

他
人
同
士 

の
間
で
も
、 

欠
点
を
責 

め
た
り
、 

不
満
の
種 

に
す
る
の 

で
は
な
く
、 

欠
点
を
理
解
し
、
そ
れ
以
上
に
長

所
を
見
る
努
力
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
新
入
社
員
が
一
〇
年
も

一
五
年
も
経
験
を
重
ね
た
社
員

に
技
術
的
に
劣
る
の
は
当
然
で

あ
り
、
先
輩
や
上
司
は
新
人
に
対

し
て
、
社
員
と
し
て
の
レ
ベ
ル
を

一
気
に
求
め
て
は
余
り
に
も
酷

で
あ
る
。 

先
輩
社
員
は
「
不
満
に
思
う
」

「
怒
る
」
の
で
は
な
く
、
「
育
て

る
」
と
い
う
心
構
え
を
持
つ
べ
き

で
あ
り
、
新
人
を
公
私
と
も
に
親

身
に
な
っ
て
励
ま
し
、
指
導
し
、

育
て
る
努
力
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。 

先
輩
社
員
の
皆
さ
ん
は
、
業
績

を
伸
ば
す
以
上
に
「
人
」
を
育
て

る
こ
と
が
最
重
要
と
認
識
し
て

欲
し
い
。
「
人
」
が
育
て
ば
並
行

し
て
業
績
も
伸
び
る
は
ず
で
す
。 

じ
っ
く
り
と
「
人
」
を
育
て
て

行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

伸
・
Ｋ 

 

 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
紺
野
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
か
ら
「
よ
り

楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
と
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し

て
一
年
が
経
過
。
今
日
の
話
を
こ

れ
か
ら
の
働
き
方
に
つ
な
げ
て

欲
し
い
」
と
挨
拶
を
受
け
た
。 

講
演
は
、
講
師
に
一
般
社
団
法

人
「
は
な
そ
う
基
金
」
を
設
立
、

陸
前
高
田
市
で
の
英
語
音
読
会

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
て
い
る(

株)C
O

R
E

S
C

O

代
表
取
締
役
の
古
森
氏
を
迎
え
、

「
充
実
し
た
人
生
と
は
」
を
テ
ー

マ
に
講
義
を
い
た
だ
い
た
。 

｢

あ
な
た
は
今
、
充
実
し
て
い

ま
す
か
？
二
秒
で
答
え
ら
れ
ま

す
か
？｣
と
い
う
問
い
か
け
か
ら

講
義
は
始
ま
っ
た
。
朝
五
時
ま
で

受
験
勉
強
を
し
た
こ
と
、
が
む
し

ゃ
ら
に
働
き
、
米
国
で
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
に
触
れ
、
結
果
や
信
頼

や
人
脈
を
得
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

気仙地協は、気仙地域一円を廻り「クラシノ

ソコアゲ応援団！RENGO キャンペーン」の県

内キャラバン行動を展開した。 

一関地協から引き継いだ 5 月 21 日に大船渡

に入り、22~23 日には｢ＳＴＯＰ長時間労働！｣

のパネルや幟を掲げ、東大船渡市議会議員の協

力を得ながら幹事会役職員がマイクを握り、働

き方改革、長時間労働の是正、ブラック企業や

不払い残業の撲滅、労働者の健康と安全の確保、

高齢者の就業促進、若者・女性活躍に対する連

合の考え方と現状を伝え｢働く者の力と行動で

職場と地域から労働時間と働き方の新たな常識

をつくりあげよう｣と訴えた。 

また、今国会で｢組織犯罪処罰等改正案｣が審

議されていることから、法案が抱える問題に触

れながら「法案をＳＴＯＰさせよう！」と街頭

演説（11 箇所）や街宣車から訴え、労働相談の

周知を含めた街宣行動を実施した。 

環境基本法により、6 月は「環境月間」、6 月 5 日

は「環境の日」になっています。環境の日は、1972

年に開催された国連人間環境会議を記念して定めら

れ、日本の提案を受け、国連でも 6 月 5 日を「世界

環境デー」と定めています。 

私たち一人ひとりの環境に 

優しい行動が地球規模の問題 

を解決する鍵になっています。 

この機会に自らの生活習慣を 

振返り､行動してみませんか？ 

 

 

 

 

 

6 月 1 日、米国のトランプ大統領は、国連気候変

動枠組条約のパリ協定から離脱し、「米国の労働者

に有利」となる「新たな枠組み」をめざして再交渉

する意向を表明した。世界第 2 位の温暖化効果ガス

排出国である米国の協定からの離脱は、世界共通の

長期目標の達成を困難なものとし、とりわけ、国連

の温暖化対策のための資金調達にも大きな影響を及

ぼしかねない。  ･･･談話は文中部分を省略･･･ 

米国のパリ協定からの離脱は、温暖化対策コストを

負担する他国との交易条件に不公正なゆがみをもた

らすことも懸念される。米国が温暖化対策の分野に

おいても、自国利益優先の矮小な考えに陥ることな

く、これまでどおり公平・公正な自由競争のもとで、

世界全体の発展をめざす国家として、今後とも地球

温暖化対策を主導していくことを期待する。 

連合は、米国大統領の翻意を促すべく、各締結国の

労働組合組織と連帯し、国際世論に訴えかけていく。 

 

時
代
の
自
身
の
経
歴
を
紹
介
。 

農
業
を
楽
し
ん
で
い
る
古
森

氏
は
、
無
農
薬
で
も
健
康
な
野
菜

を
作
る
に
は｢

野
菜
を
強
く
す
る

こ
と｣

だ
と
冒
頭
に
話
し
、
野
菜

を
強
く
す
る
た
め
に
は
、｢

苦
労

さ
せ
る
こ
と｣

。
苦
労
に
よ
っ
て

野
菜
は｢

広
く
、
深
く
、
根
を
張

る｣

と
語
り
、
古
森
氏
自
身
の
生

き
方
そ
の
も
の
だ
と
感
じ
た
。 

利
他
的
に
動
い
て
他
人
か
ら

｢
あ
り
が
と
う｣

と
言
わ
れ
る
こ

と
は
、
人
類
共
通
の
幸
せ
の
種
、

人
生
充
実
の
源
で
あ
る
、
と
語

り
、
「
あ
な
た
は
何
を
も
っ
て
満

た
さ
れ
る
の
か
？
」
と
い
う
こ
と

を
掘
り
下
げ
て
考
え
る
た
め
、

『
今
は
や
れ
て
い
な
い
が
、
本
当

は
や
り
た
い
事
』
リ
ス
ト
を
使
っ

て
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。 

｢

も
っ
と
や
っ
て
み
た
い｣

｢
本

当
は
こ
う
し
て
み
た
い｣

と
心
の

中
で
思
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
何

が
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ

の
改
善
策
に
つ
い
て
質
疑
応
答

を
交
え
て
参
加
者
が
共
有
し
た
。 

自
分
の
幸
せ
を
決
め
る
の
は
、

あ
な
た
だ
け
、
い
つ
来
る
か
わ
か

ら
な
い
け
ど
、
や
り
始
め
る
。 

一
度
し
か
な
い
人
生
。
自
分
が

｢

や
り
た
い
！｣

と
思
う
こ
と
を

や
っ
て
、
自
分
の
人
生
を
も
っ
と

も
っ
と
充
実
さ
せ
て
、
何
倍
も
の

器
を
持
っ
た
自
分
に
な
っ
て
、
結

果
的
に
は
多
く
の
人
の
役
に
立

つ
存
在
に
！
。
と
て
も
熱
く
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
講
演
い
た
だ
き
、

終
了
後
は
、
古
森
氏
を
囲
ん
で

｢

海
山
酒
場｣

で
交
流
会
を
し
た
。 

 

東北労金は、資産形成のお手伝いをさせていただくため
に、夏季一時金支給に合わせて｢サマーキャンペーン
2017｣を実施します。皆さんのご協力をお願いします。 

新規で 5 万円以上の定期

預金お預け入れの方は店

頭表示金利に年 0.10％

を上乗せします。 

<対象取引> 

定期預金(新規 5 万円以上の預け入

れ or 増額)、マイプラン･ローンの

新規ご契約、積立型定期預金の年間

積立額 5 万円以上の新規など。 

※ 詳細は担当者に問合せ下さい。 


